




意識付けのきっかけになったのが昨年の7月に行
われたFIBAアジアカップだったのではなかった
かなと思います。手探りで初めたチームづくりは
河村（勇輝）が入ってきて、さらに吉井（裕鷹）や井
上（宗一郎）が合流して、トムさんのしたいバスケ
ができる選手がそろってきたのもこのころでした。
この大会は渡邊雄太が出場していたということに
フォーカスされがちですが、準々決勝のオースト
ラリア戦には雄太はケガで欠場しました。にも関
わらず、あれだけ3Pシュートを打ち切れるんだと
思って見ていましたし、須田（侑太郎）や富永（啓
生）が自分たちでできるんだということを示してく
れたと思います。
勝久　去年の夏は（ワールドカップの）アジア地区
予選とアジアカップがあったので、長い時間合宿
を組んでいました。それだけにチームづくりにお
いて貴重な時間だったと思いますし、そこでも経験
が今に繋がっていますね。
―ホーバスHCは理詰めだったり、スタッツを
重視する印象があります。 
勝久　データを重視するのはトムさんの特徴です。
しかし、トムさん自身は自分の目で見て「これだ」
「これじゃない」と決めたい方です。コーチ陣で「こ
うやっていきたい」というプランを話しますが、最
終的にトムさんが判断します。そこはデータでは
なく、トムさん自身の感性で決まります。 

佐々　トムさんは規律を大事にしますし、ファイト
する気持ちを重要視するヘッドコーチだと思いま
す。数字やデータを大事にする印象を持たれがち
ですが、闘志がある選手を好みますし、アスリート
としての戦う姿勢を示さないと許さない人ですね。
だから選手にとってはとてもシンプルだと思いま
す。これをやったらいいのか、だめなのか、その判

断基準がわかりやすいので、プレーに集中しやす
いと思います。 

勝久　練習では当然気が抜けないのですが、トム
さん自身は選手とのコミュニケーションを積極的
にとる指導者です。必ず練習の最初と最後はコー
トを 1周して声をかけていますし、結構冗談を言っ
たりしていますね。 

佐々　英語が話せる選手やスタッフも多いので、
やはり母国語で話すときはジョークも出るみたい
ですね。でも、日本語でも冗談を言いますし、おや
じギャグを言うこともありますよ（笑）。 

INTERVIEW アシスタントコーチインタビュー

―ホーバスジャパン結成当時から何か変わった
ことはありますか？
勝久　戦術的に大きな変化はないと思います。
2021年 1 1月のWindow1から学べるものとして、
トムさんはオフェンスバランスの話をよくされま
す。日本代表は３Pシュートしか打たないチームの
ように思われがちですが、ある意味、そう思われる
のは成功で、予選を戦う中で、対戦相手に「日本は
3Pシュートをどんどん打ってくる」と思わせるこ
とができました。もちろん、オフェンスバランスを
見たらペイントアタックが足りない、フィニッシュ
力が足りなかったという反省点もありました。その
ころから比べれば、選手はシステム、チームルール
に対する理解は、自分の役割、チームメートの役割
の理解力が上がったと思います。
佐々　トムさんのバスケではそれが一番大切で、
役割分担がはっきりしています。ヘッドコーチが
求めるプレーを選手が専念するわけですが、その

ベンチで試合を見守る両アシスタントコーチ
※スケジュールは、都合により一部変更になる可能性があります

ホーバスHCは、実は感性の人。
アスリートとしての闘争本能を重視します。

タイムテーブル

勝久 ジェフリー
Geoffrey KATSUHISA

佐  々宜央
Norio SASSA

バスケットボール男子日本代表
国際強化試合2023 太田大会
①2023年8月2日（水） TIPOFF 19：00
②2023年8月4日（金） TIPOFF 19：00

15：30頃 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE オープン
16：00頃 OTAナイトマルシェ オープン
16：30頃 場外ブース オープン
17：30頃 開場・場内ブース オープン
18：21頃 AKATSUKI VENUS オープニングパフォーマンス
18：24頃 選手入場
18：51頃 選手紹介
18：59頃 スターティング5紹介
19：00頃 TIP OFF

HALF TIME
 AKATSUKI VENUS ハーフタイムパフォーマンス
 OTAナイトマルシェ クローズ 
 ※ハーフタイム終了まで開催

21：00頃 試合終了・場外ブースクローズ
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ホーバスHCを支える勝久AC（左）と佐々AC

ホーバスHC構想のもと、
ブレないチーム作りが進行中
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に
向けた強化を進める男子日本代表。
トム・ホーバスヘッドコーチのリーダーシップのもと、
チームのサポートを受け持つ
勝久ジェフリーと佐々宜央の両アシスタントコーチに
チームの状況をうかがった。





レーとはちょっと違って、ディフェンスが遅れてき
た前が空いている場合や、セットプレーや自然な
パスの流れの中でアドバンテージが生まれた場面
には迷わず攻めるということだと思います。それ
は代表でも一緒だと思いますし、結構似ている面
も多々あると思いますね。逆に一昨シーズンまで
の僕だったら、開いたら打つというのには慣れてな
くて、ちょっと戸惑いはあったかもしれないですね。
昨シーズン、ジョンさんのもとでそういうバスケを
していたので、すんなり入れました。
―Bリーグでは 1対 1の強さを発揮して、外国籍
選手とマッチアップしても負けないディフェンス
を見せてくれました。それは体が強くなったので
すか、それとも千葉Jの新しいディフェンスシステ
ムのおかげですか？
原　コーチングスタッフが一新されたことにより、
トレーニングのメニューが替わったことが大きかっ
たかもしれません。ハンズアップやディフェンス
フットワークなど、Bリーグ入りしてからあまりや
らなかったメニューを基礎に帰ってやったことが
良かったのかなと思います。また、外国籍選手につ
くこともありますが、逆にガードなど自分より小さ
な選手をマークする場合もあります。そこで新しい
トレーナーさんに『すごくボリュームがついていて
いいけど、もっと速い筋肉にしよう』ということでト
レーニングを積み重ねるようになって。それで徐々
に速い選手にもつけるようなフットワークも身につ
けられて、ガードのマークも任せてもらえるように
なったのかなと思います。ディフェンスの一歩目は
前までよりもスムーズに動けますし、動きやすい体
になってきているのではと実感しています。

―最終ロスター1 2人を決める大切な時期です
が、やはり自分がアピールするのはディフェンス

ですか？
原　チャイニーズ・タイペイ戦や韓国戦ではシュー
トが入った試合もありましたが、そこは最低限の仕
事をしようと思っていて。まずは呼ばれた理由が
相手のポイントゲッターやオフェンスの起点にな
る選手を抑えることなので、もっともっと練習でも
その点をアピールできたらと思っています。予選
グループで対戦するドイツにはNBAでプレーする
デニス・シュルーダー、オーストラリアにはパティ・
ミルズというポイントガードがいるので、僕の出番
もあるのではないでしょうか。
―千葉Jでは先発ですが、日本代表では控えと
してベンチからコートに出ることもあると思いま
す。すぐにエナジーを発揮しなければいけない場
面も増えそうです。
原　試合の流れが悪くて点が取れなくて、ディ
フェンスで粘ろうというタイミングにコートに出し
てもらえるんじゃないかなと思っています。短い
時間でも仕事ができるというのは強化試合で十分
アピールできたと思うので、本番でも頑張っていき
たいと思います。
―最後にファンにメッセージをお願いします。
原　ここからいろんな強豪国と戦って、ワールド
カップまでに良いチームを作り上げていきます。
さらに個人的にもチームにアジャストしていって、
僕もその一員として残れるように頑張ります。ワー
ルドカップを日本で開催できることは頻繁にはな
いことですし、本当に盛り上がると思うので、ぜひ
会場に来て応援していただけたらうれしいです。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―他の選手がFIBAワールドカップ2023アジ
ア地区予選などを通じて、トム・ホーバスヘッド
コーチ（以下HC）のもとで練習してきたのに比べ、
原選手の場合は予選が終了したあとに招集された
ため、習熟という点で他の選手よりも遅れている
とも言えます。それをどのようにカバーしていき
ますか？
原　確かにこのタイミングで呼ばれることに難し
さはあります。ワールドカップ開幕の前に呼ばれ
たということは、何か期待されていたからだと思っ
ています。まずはセットプレーを覚えたり、チー
ムメートの特徴をつかんだりをしないといけない
ですね。自分の得意なプレーやディフェンスを見
てもらって互いに馴染んでいくことが第一歩だと
思っているので、そこはできているかなと思います。
―ホーバスHCとはどのようにコミュニケーショ
ンを取っていますか。
原　代表候補合宿に呼ばれたということは、ディ
フェンスであったり、オフェンスを含めて特に体
を張ったプレーを求められていると思っています。
『自分はこう思っているんですけど、どうですか？』
と尋ねたら、『それで合っているから、そこをやって
ほしい』と言われました。それは千葉（ジェッツ）で
求められていることと一緒ですし、自分の強みを出
さないとすぐに交代をされてしまう環境にずっと
いました。それに関しては結構慣れているので、代
表チームでも同じことをすればいいなと思いまし
た。
―千葉Jのジョン・パトリックHCも攻め気がな
かったり、シュートに行かないとベンチに下げら
れると聞きます。
原原　そうですね。正直パスを回すだけだったら
誰でもできます。ただ攻めると言ってもエゴなプ
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Bリーグでの活躍によって
大会直前に代表候補合宿に召集

エースキラーとして
試合の流れを変えるのが自分の役割

相手のポイントゲッターや
攻撃の起点を
抑えるのが僕の仕事
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に
向けた強化を進める男子日本代表。
昨シーズンのBリーグでの活躍を評価されて召集された原修太は、
自らの役割を自覚し、相手チームのエースとのマッチアップを心待ちにしている。
「バスケットボール男子日本代表 国際強化試合2023 太田大会」に臨む
原修太の意気込みを聞いた。

原 修太
Shuta HARA

はら・しゅうた：1993年 12月17日生まれ／ 187cm・96kg／
シューティングガード兼スモールフォワード／千葉県出身／国士
舘大学出身／千葉ジェッツ所属／千葉ジェッツに入団すると着実
にチームに欠かせない存在に成長。鍛えられた身体を生かした
ディフェンスに加え、3ポイントシュートでチームの勝利に貢献。
B.LEAGUE2022－23には「レギュラーシーズンベストファイブ」
「ベストディフェンダー賞」を受賞。攻防においてリーグを代表す
る選手に認められた。2015年、17年ユニバーシアード日本代表、
2017年3x3日本代表。



こはもっとスムーズかつ、再現性の高いシュート
フォームを確立できるよう取り組んでいます。
―チャイニーズ・タイペイ代表との強化試合で
は2試合連続で2桁得点を記録し、3Pシュートも
高確率で決めました。
吉井　その2試合も、得点は取れましたが課題感
の方が印象には残っています。個人的に、もっとオ
フェンスでチームの潤滑油にならなければなと。
―韓国代表との強化試合はよりフィジカルが強
調される試合となり、ワールドカップ本番前に良
い経験が積めたのではないでしょうか？
吉井　チームとして非常にいい経験になったと思
います。韓国はかなりタフにプレーしていましたし、
本番に向けていいイメージ作りができました。こ
こからも強いチームとの強化試合が続くので、個
人としてもチームとしてももっとフィジカルにやっ
ていければと思います。

―現在最終ロスター1 2名に残るためのサバイ
バルレースの真っ最中です。
吉井　もっとディフェンスのミスを少なくするこ
とや、もっとフィジカルにバスケをすること。それ
を40分間続ける体力をつけること。オフェンスで
はもっと状況判断を良くすること。そうした細かい
部分を突き詰めています。今から飛び級で何か新
しいことができるようになるというのは現実的に
難しいので、自分ができることを常に出し続ける力
をもっと付けることに注力しています。
―改めて、ホーバスHCのバスケの印象はいか
がですか？
吉井　機動力を活かして速いバスケをし続けるの
がホーバスHCのバスケで、そこは自分のアジリ
ティーが活かせるポイントだと思います。その速
さこそが、このバスケの最大の魅力でもあると感じ
ています。

―今回対戦するニュージーランド代表の印象を
教えてください。
吉井　フィジカルが強く、速いバスケの中で的確
に3Pシュートを決めてくるところなど、日本と似
ている点も多いと思います。あとはディフェンスの
ローテーションなどもしっかりしていて、堅いバス
ケもしてくる印象です。相手も速いので、それを上
回る速いバスケを展開することを意識したいと思
います。なので、ファンの皆さんにもぜひ僕たちの
速いバスケを見て楽しんでほしいです。
―ワールドカップ本番の組み合わせの印象はい
かがですか？
吉井　全チーム強いので、NBAでも話題になるよ
うな選手たちを相手に自分がどれだけできるのか。
マッチアップするのが楽しみです。
―今大会、日本は開催国の一つとなります。自
国開催であることはどのように感じていますか？
吉井　僕はプレッシャーよりも、楽しみという感情
の方が強いです。日本のファンの皆さんの歓声や
声援、会場の雰囲気も楽しみたいと思います。
―ワールドカップ出場を果たして、個人的に成
し遂げたいことはありますか？
吉井　とにかく1勝です。それは「日本代表が世界
大会でこれまでなかなか勝てていないから」とか、
そういう歴史的背景からくる答えではなくて、より
シンプルに目の前の試合に勝ちたいという思いか
らくるもの。負けるためにバスケをしている人なん
ていませんから。一つひとつの試合、大会に勝つた
めにどうすればいいのか、各年代で追い求めてい
ることを僕らも同じように追い求めているだけで
す。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―昨年7月に初めて日本代表に選出されました
が、当時の心境はいかがでしたか？
吉井　当時からアルバルク東京で相当しごかれて
いたので、自信を持ってバスケをやっていました。
なので、初選出だからといって萎縮することもなく、
いつもと変わらずに練習や試合に臨めていたと思
います。
―当時、トム・ホーバスヘッドコーチ（以下HC）
からはどのようなことを期待して招集したと説明
されましたか？
吉井　特にフィジカルの部分を評価していただい
ていて、ディフェンスはもちろんですがオフェンス
でも力強くドライブをすることなどを期待してい
ると。それは今も求められている部分ですし、自分
自身ずっと取り組んでいる部分になります。
―2022年7月1日のデビューから約2カ月間で
日本代表として1 1試合に出場しました。
吉井　手応えと課題、両方を感じた2カ月でした。
フィジカルの部分は通用していると感じましたが、
コンスタントにシュートを決め続けるという点や、
攻守両面における戦術遂行力をもっと高めなけれ
ばいけないという課題は残りました。
―日本代表を経験する前と後で自分の中に変
化はありましたか？
吉井　プレーでもメンタルでも、もっと力強くしな
いといけないなと思いました。なよなよせず、力強
く。そういう意識づけができたと思います。
―Bリーグのシーズンを戦うなかで日本代表を
意識して取り組んでいたことはありますか？
吉井　3Pシュートを含めて、思い切ってシュート
を打ち続けるというのは意識しました。後半戦に
かけて少しずつ成功率も上がったので、そこは手
応えも感じています。シュートモーションについ
ても、カクカクしているのが自分としても嫌で、そ
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バスケスキルだけでもなく
メンタルでも進化を実感

ワールドカップはプレッシャーよりも
楽しみにしている気持ちが強い

自分ができることを
常に出し続ける力を
もっと付けたい
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に
向けた強化を進める男子日本代表。
日本代表に選出されてから1年が経った吉井裕鷹には
よりフィジカルにプレーすることを今でも一番に意識しているという。
「バスケットボール男子日本代表 国際強化試合2023 太田大会」に挑む
吉井裕鷹の思いを聞いた。

吉井 裕鷹
Hirotaka YOSHII

よしい・ひろたか：1998年6月4日生まれ／196cm・94kg／スモー
ルフォワード／大阪府出身／大阪学院大学出身／アルバルク東京
所属／大阪学院大学進学後は 1年生から主力として活躍し、2年次
には大阪エヴェッサに特別指定選手として加入。3年次には練習生
として、4年次には特別指定選手としてアルバルク東京でプレーし、
大学卒業後のB.LEAGUE2021－22から同クラブへ正式に入団
した。走力を兼ね備えたオールラウンダーで、力強いドライブや
3Pシュートなど、攻撃のバリエーションも豊富。





比江島 慎

ジョシュ・ホーキンソン

富樫 勇樹

馬場 雄大

渡邊 雄太
須田 侑太郎

吉井 裕鷹 渡邉 飛勇
井上 宗一郎

河村 勇輝

金近 廉

西田 優大

富永 啓生

川真田 紘也

原 修太

VOICE 選手たちからのコメント

AKATSUKI JAPAN 男子日本代表がアドバイス
「どうしたらシュートが入るようになりますか？」

体に覚えさせる、全身を

使って連動して体に覚え

させて打つ

一番は自信を持つこと！　
上手くても、

シュートが入らないと思った
ら入らない。

練習をしっかりするとゲー
ムの時に入る

ようになる!!

たくさん練習をして、常に入
る

と信じて打つ

強い気持ちを持って練習す
る。

迷わず打つ

目的を持って練習をする

自信をもって打つ

シュートを打ちまくる

けん玉を練習する自信を持つ

真っ直ぐボールを飛ばす
こと

と、ループを上げることを意
識

する

ひたすら打つ

練習の積み重ねとシュート
を

好きになること

練習のみ

練習！　近道はない

練習で数を打つ！

自分に合ったシュートフォ
ームを見つけてひた

すら練習する。練習からゲー
ムに近いシチュエー

ションでシュートを打つとゲ
ームの時に入る





COLUMN コラム  国際強化試合を通じて強化を進める男子日本代表
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12名のロスター争いの中、チーム内の存在感を増す川真田

高い攻撃力と
フィジカルの強さが武器の
ニュージーランドと対戦
　フィリピン、インドネシア、日本（沖縄）で共同開
催される「FIBAバスケットボールワールドカップ
2023」開幕まで残りわずか。6月から精力的に合
宿を重ねる男子日本代表が、男子ニュージーラン
ド代表と2試合の強化試合に臨む。
　7月上旬に静岡県浜松市開催のチャイニーズ・
タイペイとの強化試合に連勝を収めた男子日本代
表は、同下旬にはソウルへ遠征し韓国代表とも2試
合を行った。ただ、チャイニーズ・タイペイとは比
べ物にならないほどのフィジカルなプレーをして
くる相手にリバウンドで圧倒されるなど、フラスト
レーションのたまる形で初戦を落とした日本。し
かし、翌日の2戦目では、そのうっぷんを晴らすよ
うに肉弾戦を制して雪辱している。
　そして今回の強化試合第3弾は、同じくFIBA

ワールドカップ2023に出場するニュージーランド
との対戦だ。 日本は自国開催の2006年と201 9

年のFIBAワールドカップでニュージーランドと対
戦しており、どちらも敗戦。その他、強化試合でも
対戦しており、少なからず顔合わせをしてきている
チームだ。
　現在FIBAランキング26位のニュージーランド
（日本は同36位）は、FIBAワールドカップ2023ア
ジア地区予選を8勝2敗という圧倒的な勝率で勝
ち進んだが、その原動力は高い得点力にある。前
回のFIBAワールドカップ201 9では出場全32カ
国中トップの平均99.4点を挙げ、上記アジア地区

予選でも同92.6点と同じく1位だった。
　攻撃のテンポが早く、トム・ホーバスヘッドコー
チ（以下HC）が日本代表で目指すスタイルと同様、
3Pシュートを多用。前回ワールドカップでは全体
2位となる1試合平均29.8本の試投数と同最多の
平均 1 2.4本の決定数をマークしている。平均身長
は決して高くはないが、強いフィジカルを生かした
リバウンド争いにも強く、アジア地区予選では、全
体3位の43.5本（日本は同9位の36.8本）を記録
した。
　前回のワールドカップで全体3位となる平均
22.8得点を記録したSGコーリー・ウェブスター
の今大会の参加はなさそうだが、ドイツでプレー
するビッグマン、ヤニ・ウェッツェル、ベテラン
シューターのイーサン・ラスバッチ、ペロ・キャメ
ロンHCの息子で若手成長株のPGフリン・キャメ
ロンだ。日本で活躍するアイザック・フォトゥ（宇
都宮ブレックス）もインサイドで体を張る。彼らが
ニュージーランド代表の中心的役割を担う注目選
手たちだ。
　ニュージーランド代表は7月末から本格的な合
宿へ入り、今回の日本遠征を皮切りに、8月12、13

日にドイツ・ハンブルグで行われる「スーパーカッ
プ」（ドイツ、カナダ、中国が参戦）に出場し、その後
は同 1 8日から21日まで行われる「FIBAソリダリ
ティカップ」（中国、セルビア、イタリア、ブラジル
が参戦）で本大会前の最終調整を行う。

　合宿を始めたばかりのニュージーランドがどれ
ほどの完成度で太田のコートに立つのかわからな
いが、本番ではアメリカ、ヨルダン、ギリシャが属
する厳しい組でグループステージを戦うこともあっ
て、気合いは高い。
　日本にとっても、今夏初登場予定の河村勇輝（横
浜ビー・コルセアーズ）の試合勘やチームへの順
応ぶりを試す必要がある。選考も激化しており、韓
国遠征でPG起用された西田雄大（シーホース三
河）や強化試合で攻防に活躍を見せる原修太（千
葉ジェッツ）らが評価を上げている。
　しかし、1 2人の最終ロスター入りへ向けて生き
残りをかけた激しい争いは続く。今回のニュージー
ランド戦でも、1分、1秒が彼らにとっての重要なア
ピールの場となる。

ニュージーランド代表と強化試合を実施。写真はラグビーでもおなじみの『ハカ』





JAPAN 日本代表（AKATSUKI JAPAN）
ワールドカップ直前合宿　参加メンバー

PG

2

C/PF

24

SF

12
SG

6

SG

30

PF

75

SG

19

SF

31
SF

91

SF

13
PG

5

C

99

SG

17

C

34

SG

18

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

ジョシュ・ホーキンソン（Josh HAWKINSON）
生年月日：1995年6月23日

身長：208cm
所属：サンロッカーズ渋谷

渡邊 雄太（Yuta WATANABE）
生年月日：1994年 10月13日

身長：206cm
所属：フェニックス・サンズ

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

富永 啓生（Keisei TOMINAGA）
生年月日：2001年2月1日

身長：188cm
所属：ネブラスカ大学

井上 宗一郎（Soichiro INOUE）
生年月日：1999年5月7日

身長：201cm
所属：越谷アルファーズ

西田 優大（Yudai NISHIDA）
生年月日：1999年3月13日

身長：190cm
所属：シーホース三河

原 修太（Shuta HARA）
生年月日：1993年 12月17日

身長：187cm
所属：千葉ジェッツ

吉井 裕鷹（Hirotaka YOSHII）
生年月日：1998年6月4日

身長：196cm
所属：アルバルク東京

金近 廉（Ren KANECHIKA）
生年月日：2003年3月1 1日

身長：196cm
所属：千葉ジェッツ

河村 勇輝（Yuki KAWAMURA）
生年月日：2001年5月2日

身長：172cm
所属：横浜ビー・コルセアーズ

川真田 絋也（Koya KAWAMATA）
生年月日：1998年6月16日

身長：204cm
所属：滋賀レイクス

須田 侑太郎（Yutaro SUDA）
生年月日：1992年 1月3日

身長：190cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

渡邉 飛勇（Hugh WATANABE）
生年月日：1998年 12月23日 

身長：207cm 
所属：琉球ゴールデンキングス

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：195cm

アソシエイトヘッドコーチ
コーリー・ゲインズ（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
清水 良規（Yoshinori SHIMIZU）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

アシスタントコーチ
佐々 宜央（Norio SASSA）
宇都宮ブレックス

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートスタッフ
大木 瀬音（Seoto OKI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートテクニカルスタッフ
磯野 眞（Makoto ISONO）
長崎ヴェルカ

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

トム・ホーバス（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

CAP

FIBAランキング
（全体／アジア・オセアニア内）

※2023年2月28日現在

36位/6位











NEW ZEALAND ニュージーランド代表
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STAFF

FIBAランキング
（全体／アジア・オセアニア内）

※2023年2月27日現在

26位/3位

Reuben TE RANGI
生年月日：1994年 10月14日

身長：198cm

Yanni WETZELL
生年月日：1996年7月8日

身長：208cm

Walter BROWN
生年月日：2003年5月23日

身長：194cm

Izayah LEAFA
生年月日：1996年 1 1月7日

身長：188cm

Flynn CAMERON
生年月日：2000年6月30日

身長：190cm

Dan FOTU
生年月日：1999年7月24日

身長：206cm

Finn DELANY
生年月日：1995年8月12日

身長：199cm

Tohi SMITH-MILNER
生年月日：1995年 10月6日

身長：206cm

Sam TIMMINS
生年月日：1997年5月23日

身長：21 1cm

Taylor BRITT
生年月日：1996年9月22日

身長：188cm

Jordan NGATAI
生年月日：1993年3月7日

身長：196cm

Isaac FOTU
生年月日：1993年 12月18日

身長：199cm

Shea ILI
生年月日：1992年 10月6日

身長：184cm

Hyrum HARRIS
生年月日：1996年6月3日

身長：198cm

Pero CAMERON

HEAD COACH

Coach
Michael FITCHETT

Physiotherapist
Todd WOLFE

Doctor
Hamish OSBORNE

Coach
Zico CORONEL

Massage Therapist
Shelley HIHA

Coach
Aaron YOUNG

Manager
Lisa WALLBUTTON

Coach
Ross MCMAINS

Manager
Matthew BLACKWELL 





チケット /大会情報はこちら▶




